学会抄録 by 上牧,順三 et al.
-298- 千葉医学会雑誌 	 第 37巻 
13) Prednisolone. 1 dehydro-17αMethyltes. 
tosteroneの正常乳児窒素及び塩類代謝に及
ぼす影響
吉田亮，。蟹沢晴子，吉松彰(千葉大)
桜井義也，保坂俊三(千葉市)
月令 6~10 カ月の正常乳児 5 例につきホルモン未
使用期， Prednisolone 25mgjm2単独使用期， 同
ホJレモン及び 1dehydro-17αMethyltestosterone 
5mgjm2併用使用期の 3期に於て N 及び Na.K. 
Cl.Ca Pの出納試験を施行した。 
Na.Cl.Ca は3期間で著変なく他方K・P・N は単
独期で尿中排世が増加，蓄積が減少し一部例で負の
出納を示し，併用期では再び尿中排世が減じ略々未
使用期比近い値を示した。叉同時に施行した尿中N
分雷j排世量の検索でN~と於いては 3 期聞に於ける尿
中N排世の変動は，主として尿素Nの増減によるこ
とをみた。これらの所見とあわせ単独期及び併用期
比於ける K・P.Nの変動は Prednisoloneによる異
化作用の克進及び蛋白同化ホルモンによるその抑制
の結果とみられた。叉同時に各期に於て血中諸成分
の変動をみた。電解質濃度は各期で略不変で且つ正
常範囲にあり，叉併用期で血中総蛋白，アルブミン
の上昇と残余 N， 尿素 N，の減少がみられたが軽
度であった。 
14) 乳汁蛋白の加熱による影響
。吉田亮，吉松彰(千葉大〉
木村 康(千葉大法医)
栗山貞治，佐藤二郎(千葉市) 
Anion Exchange Cellulose (DEAE)により人乳，
生牛乳， 市販粉乳等の乳蛋白質の ColumnChro-
matogramを行った。 PhosphateBu旺er(pH 8-
0.01 M，pH 7-0.025M，pH 6-0.05M，pH 5.5一
0.1M，pH 4.6-0.15M)を使用した。人乳及び蛋
白質組成に変化を加へ乳清蛋白質対カゼイン比を人
乳に近ずけた乳製品で、は，生牛乳児比しτ第 1のピ
ークが高く出た。他の乳製品の態度は 560C.800C . 
1000C夫々 30分加熱牛乳の態度と類似する点があ
った。同時民生牛乳免疫家兎血清と各乳間の沈降反
応を行なったが，生牛乳では 1 ・ 2 及び 8~ 13の部
位で陽性の成績が得られた。更に αー カゼイン及び
乳清蛋白質吸収血清との沈降反応を行なった処， 1・
2の部位は主として乳清蛋白及びカゼインが， 8~13 
の部位は主としてカゼインが関与している事が推測
された。
15) Iliac indexの臨床応用 
頂三，。牧野忠夫，榊原秀三(千葉大〉1上牧
我々は，当教室にて，外来及び入院患者について，
レ線像を調べ acetabularangle，Iliac angle及び 
Iliac indexの計測を行なった。
症例は，一応 0~2 才までに限定した。例数は全
例で 98例である。
正常例では Acetabularangle 0 ~ 1才迄は平均 
22.1， 1~2才は 19.8，Mongolismでは平均 10.1
であった。Iliac angleは正常の平均は各々 50.6， 
55.3であり， Mongolismでは平均37.0であった。
 
Iliac indexは正常の平均 72.5及び 75.2であり，
 
Mongolismでは平均 47.1であった。

正常例については，各値の平均値が Ca旺eyの報
告値，各々 28，57; 79より低い値を示した。
質問数馬欣一(千葉大)
先天性股関節脱臼の場合のレ線診断と， Iliac in-
dexの診断的価値，評価について御教示願います。

答牧野忠夫(千葉大) 
  
L.c. c.ではIliacindexは正常に比してやや大

きいようでありますが， L.c. c.の診断には他の部

のレ線像を参考にすべきであります。
 
16) Renal acidosis (Lightwood.Albright型 v. 
D.'不町、性拘偉病)の臨床
中島博徳，鈴木周 -f塩川喜之
倉持正昭，丸山秀太郎，寺島 	 季
(千葉大) 
Lightwood-Albright型 V.D.不応性向偉病は遠
位尿細管の機能障害による酸塩基平衡の失調に基く 
もので，陽イオンの過剰排祉の結果拘偉病を来すと
される。 
我々は今回本症の教室例7例に就き報告した。い 
ずれも発育障害，歩行障害，多飲多尿を主訴として 
いるが， 1例K於いて下痢を主徴のーっとしている
ことが特徴的であり，乙の下痢に就いては成因尚不
詳なるも治療により改善傾向を認めた。叉血液の化
学的所見としては全例 CO2低下， アルカリフォス 
ファターゼ上昇， Pは正常な 1例を除き低値を示し
た。治療は現在5例代就きクエン酸療法(クエン酸
+クエン酸ソーダ，叉はクエン酸ソーダ+クエン酸
カリ)，叉はクエン酸， V.D.併用療法を行なって， 
いるが，いずれも臨床症状，血液所見，骨X線像の 
改善を見ている。叉長期観察の 3例K就き発育経過
を見ると，いずれも標準曲線からかなりのへだTこり
を認めるが，身長，体重ともほぼ標準の増加率を示
